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ご 挨 拶

第 2回 日本美容福祉学会学術集会

会 長   塩 原   正

第 2回 日本美容福祉学会学術集会 (学会 )開 催 を本 日 (10月 20日 )迎 えられた ことは

大変喜 ばしいことです。 これも皆さまをはじめ一重 に多 くの学会関係者、協力者のお陰

と感謝 してお ります。

第 2回 学術集会 (学 会)の 八王子市学園都市セ ンターでの開催は、市民一般の方々を

お迎え出来ます し、高齢者 。障害者の方々への福祉サー ビスを地域 。一般の人々と共に

理解 し、還元するといった社会的責任 を果たす と同時に、開かれた 日本美容福祉学会学

術集会 (学 会)を 目指 します私共に取っては望む ところであ ります。八王子市民の方々

への感謝の念に堪えません。

「美容福祉 (学 )」 と言 う言葉表現は過去 1年 余 りで予想以上に多 くの人に広 ま り、

浸透、認識 していただき始めました。 しか し美容福祉 (学 )の 真の意味する内容は未だ

明確でな く、む しろ益々漠然 とした曖味さに欲求不満を感 じることもあ ります。高齢者

や障害者の方々に単に化粧やメイクアップをすることのみ、美容福祉 (学 )と 解釈され

る方向にその傾向が強まることに少々危惧を持ちます。化粧や メイクアップは高齢者や

障害者の方々に話 しかけた り、話 を聞いた り、あるいは肌 に触れた りする事でコミュニ

ケー ションが取れる方法の一つの手段であって、高齢者や障害者サービスの最終 目的で

はないと思います。 これは化粧や メイクアップ等の果たす役割 ・その重要性は十分に理

解 した上で申してお ります。

最近、介護福祉士養成系の専門学校 に美容系の、美容師養成専門学校 に介護福祉士系

のカ リキュラムがそれぞれ導入されつつあ ります。例えば、大阪の専門学校で健康福祉

科の健康美容福祉 コースにメイク技法、ネイルケア、健康美容化粧療法、また同府の医

療専門学校の医療福祉科にメイクアップセ ラピー等があ ります。 これ ら学科の目的は美

容技術 を持つ介護福祉
―七養成です。美容師系ではホームヘルバー 2級課程 (訪 間介護員

2級 課程 )を 授業に組込む養成施設があ ります。

更 に地域の現場では美容介護 (Cosmetic Carc)と 称 して高齢 者を対象 とした化粧の

ボランティア活動をしている団体 もあ ります。同様の活動 をしている個人の美容師の方

々も多 く見受けるようにな りました。いずれにして もこれ らの言葉表現や活動現象は美

容福祉 (学 )の 範疇に入ると思います。重要なのは単語や語彙、表現が一致することで
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はな くて共通の概念をどのように発展 させ、高齢者や障害者サー ビスに役立てるかを問

い直 し、行動介入を根付かせ、広めることにあ ります。

さて、ここで もう一度「お しゃれ 。身だ しなみ」や「身ぎれい」をする 。になる等を、

特 に高齢者や障害者の方々を対象に何故必要以上に言及するのかを考えてみます。

「お しゃれ 。身だ しなみ」や 「身ぎれい」は社会的なもの、必要なものであって、高

齢者や障害者の特権的なもではないとするな らば本質的には意味ある表現は取るべきで

はないと思います。「お しゃれ 。身だ しなみ」や 「身ぎれい」の方法手段 として化粧が

あ ります。化粧をすることが社会生活で生きるため、自己主張の方法で個性の主張を表

わす一つ とします。個性は継続であって こそ個性ですか ら化粧は継続でなければな りま

せん。 しか し、われわれは自分 自身の顔や頭や背中は直接 には見 られません。つまり身

体の全体像は想像力を介 して しか とらえられない、結果 として他人の目や思想を介 して

自分 自身の化粧や メイクアップを評価することにな ります。 しかも言葉や言語の表現力

によ りその情報が入るにもかかわ らず、無意識のうちに化粧 と言 う言葉、現象は一元性

と思って しまうことにな ります。化粧の目的が若 く見せる(美 しく見せるとなると「ぉ
しゃれ 。身だ しなみ」や 「身ぎれい」をする 。になるを化粧 と結びつける明確なものは

何 もないことにもな ります。 しか し漠然 として越 え られない何かがあっても、例えば代

替療法 として、個性的・個性の尊重の線上で高齢者や障害者の方々も化粧やメイクアッ

プ、あるいは 「お しゃれ 。身だ しなみ」や 「身ぎれい」に身を委ねることは何のマイナ

スもないことは確かです。

日本美容福祉学会は 「お しゃれ 。身だ しなみ」や 「身ぎれい」の追求の幅を広 げ、例

えば 「心のお しゃれ、言葉遣いのお しゃれ」また美感覚のお しゃれなどを意図的な概念

ではな く、高齢者や障害者の主体性のある新 しい"お しゃれ"や "物 "と して追 いかけ
ていきたいと思ってお ります。

平成 14年 10月 20日
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『美容福祉』は高齢社会のキーワー ド
ー日本美容福祉学会第 2回 学術集会によせて一

学 校 法 人 山野学苑 理事 長

山野美容芸術短期大学学長

山 野  正 義

第 2回 日本美容福祉学会学術集会が、美容福祉 に関する理論 を深め、実践への具体的な

展望 を提起 されることを心か ら期待 して、お祝 いと激励のメッセージを贈 ります。

山野美容芸術短期 大学は、「髪・顔 。装 い・精神美 ・健康美」か らなる 「美道」を追究

する日本で初めての美容系短期大学 として、 1992年 4月 に創設 されました。当初は 「
美容芸術学科」 1学 科で したが、 4年 後 の 1996年 4月 、美容 を健康の分野に発展させ
ることを目指 して 「美容保健学科」を開設 しました。 こうした実践を通 じて、美容は外見

を装 うだけの手段ではな く、「よ り美 しく、よ り健やかな人生を」 と願 う人々に対す る 日

常的な支えとな り、豊かな人生をお くるための励 ましの手段 として重要な要素であること

に、私は確信 を深めてきました。
^方 、 20阻 紀の後半か ら、 日本の高齢化は先進諸国に例 をみないほど急 ピッチで進行

する事態 とな り、欧米 に比べて、 |'1し く立ち遅れていた高齢者や障害 を持つ方々に対する

福祉 をどうするかが、クローズアップされてきま した。 こうした中で私は、美容が健康な

人々の人生 に不可欠な要素であるな ら、美 しく健やかに生きることを最 も切実に願 ってい

る高齢者や障害 を持つ方々にこそ、美容の手を差 し伸べてあげることが必要なのではない

か と考え、 1999年 4月 に 「美容福祉学科」を開設 して、教育と実践 に着手 しました。
今年 3月 、その美容福祉学牟1第 1期 生が卒業 しました。卒業を前にした 2月 にア メリカ

研修旅行 に行きましたが、彼 らは、サ ドルバ ッグ・カ レッジで、サ ン ドラ 。マゼ リ教授か

ら、「Sunset is beautiful as Sunrise.」 とのテーマで講義 を受け、さらにレジャー ・

ワール ドで高齢者や障害を持つ方々が、健康な人々 と同 じように、人生を楽 しんでいる様

子 を見学 した結果、山野美容芸術短期大学が提起 した美容福祉 の理論 と実践の正 しさに確

信 を深めて帰ってきました。

また、山野美容芸術短期大学は、全国で働 いている美容師が、美容 を通 じて新 しい介護

を実践できるよ うにすることを目指 して、「訪間介護員 2級課程講習」を開催 してきまし
た。現在 までに、約 100人 が講習を修 rし て、施設・在宅を問わず、訪間美容 に取 り組
んでいます。 この訪問介護員資格 を持 った美容師が広範 に活躍できる組織 として、 9月 に

は 「NPO全 国介護理美容福祉協会」が設立 されました。山野美容芸術短期大学は、この
NPOの 活動 に対 して も、全面的に支援 していく方針です。
美容福祉学科開設か ら約半年後 に設立 された 「日本美容福祉学会」は、「福祉 とお しゃ

れ…介護の視点か ら」をテーマに、昨年 4月 、第 1回 学術集会 を開催 され、美容福祉に関
す る研究成果 をまとめ られました。 日本美容福祉学会のこうした活動は、美容福祉 に関す

る理論をよ り発展 させるものであるとともに、教育 。実践 に取 り組んでいる我々に対す る

大 きな励ましともなるものです。

第 2回 日本美容福祉学会学術集会の成功 と、 日本美容福祉学会の発展 を心か ら期待 しま

す。
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□受

1

お 知 ら せ

付

場所

八王子学園都市センター イベン トホーール前 (人 王子スクエア ビル 12F)
参加手続 き

1)会員 ①事前申し込みをされた方 :

ネームブ レー ト (兼領収書 )、 抄録集等をお受け取 りください。

②当日申し込みをされる方 :

参加中し込み票にご記入の上、参加費 (2,000円 )と 引き換えにネ
ームアレー ト (兼領収書 )、 抄録集等をお受け取 りください c

2)一般 :参加 申し込み票にご記入の上、参加費 (3,000円 )と 引き換えにネーム

プレー ト (兼領収書 )、 抄録集等をお受け取 りください c

3)学 生 :参加 申し込み票にご記入の上、参加費 (1,000円 )と 引き換えにネーム

ブ レー ト (兼領収書 )、 抄録集等をお受け取 りください。

入会手続き

学会入会手続きも受付で行ってお ります。

2

3

□会  場
ワークショップは 12F第 1セ ミナー室で行います。

懇親会は 1lFク レアで行います .

上記以外のプログラムは 12Fイ ベン トホールで行います。

会場内は休憩所を除き、飲食は禁止 となってお りますので、ご協力 ください。

なお、開場は 9時 30分から、プログラムの開始は 10時か らとなってお ります。

ロ ワークシ ョップ

「高齢者のハ ン ドケ ア ーネイルケ アとハ ン ドマ ッサ ー ジの方法 一」
参加 ご希望の方 (学生含む)は 、受付で参加費 (L000円 )を 添えてお申し込み くだ
さい。

申込者が多数の場合は制限させていただく場合があ ります c

ワークショップで用いるネイルケアグッズはお持ち帰 りいただけます。

□抄録集

当日不参加の会員には、後 日抄録集を無料でお送 りします。なお、追加で抄録集が必

要な方は、 1,000円 で販売いた します。受付でお求めください。
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□懇親会

17時 30分からクレア (人 王子スクエアビル 1lF)に て行います。参加ご希望の方 (学

生含む)は 、受付で参加費 (3,000円 )を添えてお申し込み ください。

□入 場
会場への入場に際しましては、必ずネームブレー トをお付けください。

ネームブレー トのない方は入場できません.

□発 言 者

係 りの者がお席までマイクを持って参 ります c

質疑、討論の発言者は、「所属、氏名」を述べ、簡潔に発言 して くだ さい。

□呼び 出 し

原則 として行いませんが、用件は受付近 くの掲示板に掲示 します。

また、参加者間の連絡に掲示板をご利用 くださいc

□休憩所

イベン トホール前のロビーにをご利用 ください。

□昼  食
学会では準備いた しませんので、各自お近くでお済ませ ください。

□関連書籍の展示販売

イベン トホール前のロビーで、関連書籍の展示販売を行います。

生活協同組合 「東京インターカレッジコープ」のご協力により、 10%引 き
一部に対象外の書籍があります。)で販売いたしますのでご利用ください。

(専 門書の

ロアンケー ト

今回の学術集会についてのアンケー トにご協力ください。

今後の活動及び次回の学術集会開催の参考とさせていただきますc

受付にて回収させていただきます。

□事務局

事務局員は 「スタッフ」の名札をつけてお ります。

なお、第 2セ ミナー室が事務局控え室 となってお ります。
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会場案内図

八王子市学園都市センター
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プログラム

国会長ご挨拶     10:00～ 10:05
塩原 正一 (山野美容芸術短期大学教授 )

<イ ベントホール>

□歓迎のご挨拶    10:05～ 10:10
山野 正義 (学校法人山野学苑理事長、山野美容芸術短期大学学長 )

<イ ベントホール>

□会長講演      10:10～ 10:50
「おしゃれと身だしなみに関する全国調査」

塩原 正一 (山野美容芸術短期大学教授 )

<イ ベントホール>

ロエキシビション   10:50～ 11:30
「高齢者の美容」

鈴木 昌子 (山野美容芸術短期大学教授 )
及川麻衣子 (山野美容芸術短期大学講師 )

<イ ベントホール>

□総 会 11:30～ 12:00 <イ ベントホール>

□来賓のご挨拶    13:15～ 13:30
黒須 隆一 (八王子市長 )

<イ ベントホール>

□特別講演      13:30～ 14:30
「高齢者にとつて 生きるとい うこと 装 うとい うこと」
樋 口 恵子 (東京家政大学教授 )

<イ ベントホール>

ロシンポジウム    14:30～ 16:00                 <イ ベントホール>
「美容福社の可能性 ―現場からの提言―」
座長 佐藤 林正  (九州看護福祉大学教授 )
。精神科病院に美容室を開設 して 岩崎由美子 (昭和大学附属鳥山病院精神保健福祉士 )
。老人施設におけるコスメティック・セラヒー原 千恵子 (山野美容芸術短期大学助教授 )
・色彩からのアプローチ     南  涼子 (カ ラー・コンサルタント)

ロワークショッフ
°   16:00～ 17:00

「高齢者のハンドケア ーネイルケアやハン ドマッサージの方法―」
<第 1セ ミナー室>
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会 長 講 演

10:10～ 10:50

<イ ベン トホール (12F)〉

「おしゃれと身だしなみに関する全国調査」

塩 原  正

(山野美容芸術短期大学美容福祉学科教授 )



会 長 講 演

「おしゃれと身だしなみに関する全国調査」
一 介護施設従事 薔利用者および一般者の意識の比較 一

塩原正一 (山 野美容芸術短期大学美容福祉学科教授 )

厚生労働省がまとめた 2001年 の簡易生命表で 日本人の平均寿命は男性 78.07歳、女性

84.93歳 にな りいずれ も過去最高を更新 したことを発表 した。65歳以上人 口の総人 口に占

める割合は 17.2%(平成 12年 )を経て 40年後には 32.3%に 達することを推測 している。
わが国の障害者は知的障害児 (者)数は 413,000人 と推測され (平成 7年 )、 平成 8年の

厚生省の身体障害者実態調査によれば身体障害者数は 293万 3千人 (在宅)と 推計され

ている。年齢階級別に見ると 70歳 以上が最も多 く 40.2%を 占めている。 これ らの状況か

らわが国の高齢者・障害者の実態は多くの多様性を持って対応する必要がある。

日本美容福祉学会の目指す基本理念は高齢者・障害者を含めあらゆる人々が心身共に健

康で社会生活を送ることにある。

第 1回 日本美容福祉学術集会 (学会)で演者は 「介護施設における"お しゃれ と身だ し

なみ"への関心」 と題 して施設利用者 (高齢者 。障害者)お よび介護に携わる人 (施設利
用者)が 、お しゃれや身だ しなみあるいは身ぎれいを意識する、実施することで個性を大

切にした健康で自立 した豊かな社会生活を送ることができるノーマライゼーションの達成

に少 しでも役立ちたいことを目的 とした調査結果の一部を報告 した。今回は調査資料分析

結果を具体的に少々報告する。

調査方法 :前回第 1回学術集会で報告 したが若干のデータ修正があるので再度 ここに記

述する。

介護に携わる方 (施設従事者 )用 、要介護者 (施設利用者)用 および一般者用に 3種

類のアンケー ト用紙を準備 した。平成 12

(2000)年 7月 から 13(2001)年 1月 の 7  図1 調査都市
力月間に各地の施設等を訪問 し、調査研

究主 旨を理解 した箇所 に依頼配布 した

(留置法 )。

調査地域 は政令指定都市を中心に札

幌、東北 、甲信越、関東、東京、中部

北陸、関西、中国四国、九州沖縄地区、

すなわち北海道か ら沖縄県まで全国 28

都道府県 (図 1)の 68市町村、 102福祉

施設、51団 体である。

アンケー ト用紙は宅配便・郵送回収を

`4-邸

覇

した。アンケー ト内容は属性項 目を除き 全国 28都 道府県の施設等調査地域

書森
新瀑

津山 京彗 金沢
広島

長峰 綱生

所沢
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3種類とも設問数 24～ 26でお しゃれと身だしなみに対する関心の意識項目 を主に選
択回答式とした。

回収数は施設従事者 「介護者 (黄色用紙 )」 2926名 、施設利用者 「要介護者 (ピ ンク用
紙 )」 2131名 、一般者 (緑用紙)1471名 、合計 6528名 である (14年 2月 20日 現在 図 2)。
資料分析は施設従事者、施設利用者および一般者の共通設問等を中心に比較 した。
尚、北海道、東北、北陸、甲信越、北関東、千葉、東京 (東東京、西東京、多摩地区)、
神奈川、東海、関西 (大阪)、 中国、九州、および沖縄の計 18ブ ロックに分けてこれを基
軸にして行った資料分析を若干述べる。

結果 :は じめに 3者共通 5設 間について述べる。
設問①あなたにとって 「おしゃれ」「身だしなみ」とは (理由)ど のようなことですか ?
②要介護者の衣服で最も「おしやれ」「身だしなみ」が必要と思われるのは何です
か (介護者、一般者に)?
あなたは衣服類で最も「おしゃれ」「身だしなみ」をしたいのは何ですか (要介
護者に)?
③あなたは化粧に関心をお持ちですか (介護者、一般者に)?
あなたは化粧をしたいと思いますか (要介護に)?
④あなたは特に化粧をした時にどんな気分になりますか ?

⑤あなたは「お しゃれ」「身だしなみ」特に化粧をすることで要介護者の心身・障
害・健康が少 しでも改善されると思いますか ?

さらに介護者、一般者に共通設間について若干述べる。

⑥あなたは高齢者 。障害者に化粧が必要だと思いますか ?

⑦化粧が必要だと思 うと答えたその理由は何ですか ?

以上 7設間の全国 28都道府県の施設従事者、施設利用者、一般者の結果は (図①～⑦ )
の通りである。

次に施設従事者 (介護者 )、 施設利用者 (要介護者 )、 一般者の単独設間の 1例 につい
て述べる (図③～⑩ )。

③あなたはこれまでに要介護者に対して次のことをしたことがありますか (介護
者に)?
⑨あなたは他の人に化粧等 (口 紅をつけたり、散髪、髭剃 り)を してもらう時ど
んな気持ちですか (要介護者)?
⑩あなたは次の療法のうち高齢者・障害者等の要介護者に最も効果があると思わ
れるものは何ですか (一般者に)?

考察 :以上の結果から施設従事者、施設利用者、一般者の各間で意識の異なる事項が明ら
かになった (講演時に)。

図 2 施設従事者 (介護者)、 施設利用者 (要介護者)、 一般者回収数 (合計6,528人 )
施設従事者(介護者)  施設利用者(要介護者)
(計2,926人)        (計 2.131人 )

一般者
(計 1,471人 )

不明,
63人

月
，
人

，
ｒ
，

不

２５

女性,
，
人

性

＞５
．

女
♂

二

人

男

５６８

女性,
1,461人

男性 ,

415人 24人

生
，人
剛

３９４
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①「おしゃれ」「身だしなみ」とは (男女別・総数)

男性                   女性

寝間着・パ

ジヤマ等

おしゃれ着
(パーティー、
祝い事等)

どちらともいえ
ない

わからない
1%

その他

装飾品を身
2%

その他

どちらとも
いえない

わからない

装飾品を身
につけること

髪等をセッ
2% その他

4%

趾
弼

3%

清潔にする

散髪す

髪等をセッ
ト撒 髪する
こと

化粧をする
こと
15%

おしゃれ着
(パーティー、

祝い事等)
3%

一般者

エプロン・前

掛け等
4%

その他
1%

どちらとも
いえない
23%

精神的に落ち着
く
12%

前向きな気持ち
になる

趾
釧

29%

3%
化粧をする
こと
1%

よそいきや
正装の衣装
類を着ること
140o

よそいきや

入れること 入れること

②「おしゃれ」「身だしなみ」が必要と思われるもの (対象者別・総数)

施設従事者(介護者)          施設利用者(要介護者)

清潔にす

記
釧

り

エプロン・前 その他

掛け等
4%

1%

おしゃれ着
(パーティー、
祝い事等)

下着類
15%

積
外出着

寝間着・パ

ジャマ等
11%

②「おしゃれ」「身だしなみ」が必要と思われるもの
(施設利用者 (要介護者)・ 男女別)

その他 下着類

下着類
寝聞着・パ

ジャマ等
5%

外出着
11%

寝間着・パ

ジャマ等
23%

③化粧への関心 (したいと思う)(男 女別・総数)

おしゃれ着
(パ ー́ティー,

祝い事等)
5%

エプロン・前

掛け等
2%

外出着
43%

5ヽ 20%

室内着 (普段室内着(普段

24%

都
榔

罰
翻

勘
協

エプロン・前
掛け等

29%

男性

その他
12%

男性

無回答
4%

男性

若返った気分
がする

下着類

関心がある

浮 ・々晴れば
れとする

女性 男性

無回答
7%

女性

無回答
2't

1"
その他
4%  下着類

おしゃれ着
(パーテイー、

寝聞着・パジャ

室内着(普段

関心がある 関心がある

浮 ・々晴ればれ
とする
18%

マ等 59%14%
祝い事等)

外出着

“

1

③化粧への関心 (したいと思う)(施設従事者 (介護者)・ 男女別)

19%

関心がない
59%

関心がない

16%

③化粧への関心 (したいと思う)(施設利用者 (要介護者)・ 男女別)

男性             女性

その他
2%

無回答
17% 関心がある

10% 1%
どちらともいえ

ない

12ヽ

無回答
4%

室内着(普段

つ
あ

都
胡

女性

その他

1%

どちらともいえ
ない
21%

関心がある

どちらともいえ

ない

6%

関心がない

関心がない
関心がない

65% 34%
57%

④化粧をしたときの気分 (施設従事者 (介護者)・ 男女別)  ④化粧をしたときの気分 (施設利用者 (要介護者)・ 男女別)

男性

49%

女 性 女性

その他その他   若返?た気分
5% 1  / がする
1   /     13“前:蘇持、」k'卜浮々脱1熱
、:鑽
r2銚

いつも農わら＼年齢的衰えを
なぃ    ` 感じる

若返つた気分が
多
^昴
    する｀

16:‐     18%浮 ・々晴ればれと
｀ヽ
、
一
/´ /  '●

精神釣
li計
着

｀顔§「゙

'｀

/年
齢的曇1を感

電■:ヽ己/´  眺
ドモニJア    痛前向

蔵窟]神劉 いつも管わらな

分五
る
儡

切
サ

２

返若

を

晦一̈・

年

前向きな気持
ちになる

いつもと変わら
ない

年齢的衰えを感
じる
9%いつもと変わら

ない
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思わない
3%

思う
66%

思わない
3%

⑥高齢者・障害者等の要介護者に

「化粧」が必要 (一 般者・総数 )

どちらともしヽえ
ない
3フ%

思わない
6%

③要介護者に行なつたことのあること

(施設従事者 (介護者)・ 総数)

1961

共同研究者

斎藤春枝 (美 容保健学科)※

本村康一 (美容保健学科 )※

杉浦 ゆ り (美 容福祉学科 )※

原千恵子 (美 容福祉学科 )※

山井理恵 (明 星大学 )

研究協力者

上 田明美 t美 容福祉学科学生)※

※山野美容芸術短期大学

⑦高齢者・障害者等の要介護者に「化粧」

が必要な理由 (一 般者・総数 )

324

⑨他の人に化粧等をしてもらう時

どんな気持ちですかつ

(施設利用者 (要介護者 )・ 総数)

無回答
10%

1%

思う
4(潟

どちらともい
えない
19%

48%

思わない
22%

⑦高齢者・障害者等の要介護者に「化粧」

が必要な理由 (施設従事者 (介護者)・ 総数)

481

⑩要介護者に効果があると思われる

もの (一般者・総数)

その他
2% 無回答

3% ふ

どちらともい
えない
32%

無回答
編

無回答
14%その他

2%

どちらともし
えない
18%

どちらともい
えない
26% 蜻う

跳

思

∝
思わない
26%

３５０
ｍ
狗
釉
‐５０
ｍ
５。
０

数

53%

無回答
2%

その他
2%

無

口

答

∞

∞

∞

∞

∞

∞

。

数

社

会

人

と

し

て
扱

う

た

め

雰
囲
気
が
よ
く
な
り
介
護

が
や
り
易
く
な
る

０
身

に
与
え
る
医
学
的
効

果
が
あ
る

畑

鰤

鰤

枷

珈

鰤

鰤

。

数人

そ

の
ヽ

わ
か
ら
な

い

化壊
法
　

略

音

楽

療

法

わ

か
ら
な

い

要
介
護
者
等

が
書
ぶ

綺

麗
―

美

し

く

な

れ

る

と

思

雰
囲
気

が
よ
く
な
り
介

護
が
や
り
易
く
な
る

体

に
触

っ
て
く
れ
る

の
で
気

持
ち
が
良

い

心
身

に
与
え
る

医
学
的

効
果
が
あ
る

会

話

が

で
き

る

の

で
楽

し

く

社

会

人

と

し

て
扱

う

た

そ

の
他

そ

の
他

無

回

蒸
日

要
介
護
者
等
が
喜
ぶ

回答

回答

∞

∞

∞

∞

∞

∞

０

数

珈

］

鰤

輌

鰤

。

数入

そ
の
他

わ

か
ら
な

い

エ
ス
テ
テ

ィ
ッ
ク

顔
そ
り

（
ヒ
ゲ
そ
り

等

、

着
付
け
　
　
　
　
　
薩一

化

粧
パ
ー

マ

シ

ャ

ン
プ

ー

ヘ
ア
カ

ッ
ト

い

っ
も

と
変

わ

ら

な

い

無

回

答

そ

の
他

回 答

謝辞

調査研究にご協力頂 きま した各施設の関係諸氏

な らび に各市町村 の福祉課 の方々に心か ら深 く

謝意 を表 します。 また、兵庫 県介護福祉協会 の

山路喜代子会長 には有料老人施設等の ご紹介 を

頂 き本 当に感謝 してお ります。
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⑤化粧をすることで心身の障害・健康が少しでも改善される ⑤化粧をすることで心身の障害・健康が少しでも改善される
(施設従事者 (介護者)・ 男女別)             (施 設利用者 (要介護者)・ 男女別)

男性             女性                     男性                 女性
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に
ド
巨
Ｌ
卜
に
日
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エ キ シ ビ シ ョ ン

10:50～ 11:30

くイベン トホール (12F)〉

「 高 齢 者 の 美 容 」

鈴木昌子

(山野美容芸術短期大学教授 )

及川麻衣子

(山野美容芸術短期大学講師 )



高齢者の美容

鈴木昌子 ◆及川麻衣子 (山野美容芸術短期大学 )

いくつになっても綺麗にな りたい、いつまでも美 しくありたい、とい う美への追求は老若

男女問わず永遠の課題でもあります。そ してそれは、全ての人に等 しく与えられた最も単純

かつ根本的な欲求であり、不変のものと言えるでしょう。

高齢の方で 「お化粧なんて一」 とか、「私はもう歳だから一」なんて諦めていらつしゃる

方がいますが、お しゃれを楽 しむことにもう遅いとい うことはないです し、年齢制限もあり

ませんcお化粧は見た目の美 しさはもちろんのこと、自分自身がお しゃれすることを楽しめ、
いつまでも元気でいられるパワーを与えてくれます。また、お化粧することにより自分に自

信がもて誰かと会いたくなつた り、お しゃべ りしたくなった りします。

ある老人ホームでメイクをした時のことです。普段周 りの人とはコミュニケーションをと

らず、いつも自分の部屋に引き寵 り、孤立 している方がいました。皆がメイクをしている間

も部屋の隅で じっとしていました。なんとか してメイクをしてさしあげたいと思い、「おば

あちゃん、お化粧 してみませんか ?」 と声をかけましたが、反応は返ってきません。そのま

まメイクを始め、「お肌きれいですね。」の声にも、やはり返事は返ってきません。

しかし、ポイン トメイクにさしかかろうとした時、変化は起きました。沢山の色が入って

いるパ レットを出す と、少々驚いたように小さな声で 「これなぁに?」 と聞かれました。「こ

れはね、アイシャ ドゥとチークと口紅が沢山入っているんですよ。 どの色をつけたいです

か ?」 と尋ねると、照れ くさそ うに、「これ。」とつけてみたい色を指さして言われました。

メイクが完成 し、「こんなに綺麗にな りましたよ。」 と鏡をお見せすると、 しばらく無表情

で見つめられた後、にっこりと微笑まれました。その笑顔を拝見し、メイクさせていただい

て本当に良かったなあと思いました。

驚いたのはその後です。帰る時施設の方が来られてびっくりしたようにこう言われました。
「お化粧 していただいたあのおばあちゃん、普段は自分から行動するどころか誰ともお話 し

なさらないんですが、今 日メイクした後、ご自分で他の方のお部屋まで行き、みんなに見せ

ていたんです。メイクの力ってすごいですね。」

その時のにっこりされた笑顔は今でも忘れることが出来ません。こういった出来事に遭遇

する度、美容技術における心理的付加価値の大きさを痛感 します。

お化粧と上手に付き合 うか付き合わないかで、自分の気持ちの持ち方や周囲の方々に与え

る印象、好感度 も違ってくると思います。 とは言って も、実際に生活に取 り入れて習慣化す

るのはなかなか大変 とい うのが現実だと思います。まずはメイクしてみよう、日紅だけ塗っ

てみよう

います。

ってもら

か。

今 日はそんなメイクの良さとヘアスタイルの相乗効果を見ていただき、少 しでもお しゃれ

の楽 しみ方を感 じていただければ幸いです。

う

・と
　
ル
」

い
　
つ
　
こ

と

き

う

ちょっとした気持ちや、毎 日お しゃれに関心を持ち続けることが大切だと思

いつもと違 う自分を発見することが出来ると思います し、メイクの良さを知

によって今後ますます素敵で元気な高齢者が増えていくのではないでしょう
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特 別 講 演

13:30～ 14:30

くイベン トホロ…ル (12F)〉

「高齢者にとつて 生きるということ 装うということ」

樋  口  恵 子

(東京家政大学教授 )



特 別 講 演

樋 口恵子 (東京家政大学教授 口人間文化研究所長 )

I 高齢者の生活 と意識

(1)高齢者の人生     若い時期からの延長線上
欲求も感情も若い頃と同じ

(2)に もかかわらず社会生活上の変化
定年、転職、引退、子 どもの巣立ち、先輩・知友の死去、転居、配偶者の死など

(3)さ らに身体上の変化
足の衰え・転倒の危険、骨折 。けが、指先の不 自由、力の衰え、腕が回らない、

重量の負担感、性に関する問題、視力・聴力の衰え、身の回 り品の置き忘れ、記憶

力減退、尿 もれ、結果 として行動力の減退

Ⅱ 装 う 社会参加欲求 と自己表現欲求

(1)日 本の高齢者施設
―

集団主義、ユニフオー ミズム、女性の施設カット

「高齢者にとつて 生きるということ 装 うということ」
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(2)高齢者の装い今昔
「名残 りの紅」から「いつだって紅」ヘ

行動範囲の制限と装いの関係

(3)装いの男女差
(1999年 、高齢社会をよくする女性の会・島根大会 川柳公募作品より)

(4)装 い介助 とい う名の介護

Ⅲ 高齢期の装いヘーつの提言

精神的継続性 と身体的老化 との妥協点

(2002年 、高齢社会をよくする女性の会・熊本大会における 「ユニバーサル・デ
ザインの高齢者ファッションショー」から報告 )

Ⅳ 老いても衰えてもイベン トと外出、社会参加の機会を、ハ レの場を
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シ ン ポ ジ ウ ム

14:30～ 16:00

くイベン トホール (12F)〉

座長 佐藤林正 (九州看護福祉大学教授 )

■■
ヲ電

・精神科病院に美容院を開設 して

岩崎由美子 (昭和大学附属烏山病院精神保健福祉士 )

・老人施設におけるコスメティック ロセラピー

原千恵子 (山野美容芸術美容短期大学助教授 )

・色彩からのアプローチ

南涼子 (カ ラー・ コンサルタン ト)
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精神科病院に美容室を開設 して

岩崎由美子 (昭和大学附属烏山病院)

1.は じめに
東京都内には、国 。公立の精神科以外に協会加盟の民間精神科病院が約 70病院 (約
2万 2千床)ほ どあ ります。それ ら病院が存在す る場所は、 23区 内よりも多摩地域に
偏在 していることは、皆様がご承知のことと思います。

私が勤務する昭和大学附属烏山病院は、大正 15年に個人の医師によって世田谷区に
設立されました。今でこそ、都庁のある新宿から電車で 15分の地理的にはたいへん便
利な所ですが、当時は桑畑がたくさんあるような田舎で した。昭和 26年 には昭和大学
に寄贈 され、その後昭和 33年 頃より、臨床チームによる治療活動や、開放病棟をスタ
ー トするなど、 日本の精神科医療の歴史にも残るよき実践を重ねてきました。そ して昭

和大学附属になってからちょうど50周年にあたる昨年 より新病棟が着正され、今年 6
月に完成 し、院内美容室『 サンティール』も作 られました。

2.院内美容室を設置 した理由
日本の精神科入院治療期間は欧米諸国より、長期であることをずっと批判されてきま

した。長期になる理由には、社会の受け皿がなかなか増えなかったことや、ご家族達の

高齢化など、様々な社会的要因も影響 してきました。 しかし、福祉的な政策もようやく

少 しずつ整えられ、短期間で退院される方も増えてきました。

そのように入院期間が短くなる時代背景の中で、なぜ、病院内に美容室を作ることに

したのでしょうか。

①入院患者さんに、押し付けのプログラムだけでなく、より多くの選択肢を与えたい

②特別な日の「おしゃれ」だけでなく、日常生活の質を高めていくことを目指す

③ 「おしゃれ」することが、精神作用にプラスになることが認知されてきた

④高齢の入院患者さんが、気軽に安心して行かれる美容室が近くにない

⑤時に、精神的に不安定になる患者さんが安心して行かれる美容室がない

以上のような理由があげられます。

3.美容室を作るにあた り悩んだこと
患者 さんのためになるのであるからとい う熱い思いだけでは、美容室は作れません。

素人の私達病院スタッフにはよく判 らないことがたくさん出てきました。

ある精神科病院 (老人保健施設併設)で は、「理容室」を作る予定だったのですが、理

容師協会にぜひ加盟するようにと地元から言われ、採算が合わないので病院側は開設を

中止 して しまいま した。理容の専門家集団か らの協力を得 られなかったのは、たいへん

に残念な話です。

私達はマンパ ワーの確保の方法もよく判 りませんで した。「理容室」を既に持つ別の

精神科病院に伺った話では、清掃や施設管理などの人材派遺をする特定の会社 と連携 し

てお られ、そこに理容師の派遣も頼んでお られるそ うです。

- 22-



私共の病院では、営利 目的の 「美容室」を作るつもりではない し、理容師か美容師の

資格があるボランティアを探す ことは出来ないものかと、本当にシンプルに考えていま

した。病棟内のコーナーで、ただ髪をカッ トするのなら難 しいことはなかったのかもし

れません。パーマやカラー リングもしましょう、もちろん、シャンプーもします とい う

ことが、これほどまでに、いろいろなことを準備することになるのかと、びっくり致 し

ま した。

まず、「シャンプーする」 とい うことが、シャンプーす る場所だけはなく、タオルを

何枚用意するのか、その洗濯はどこに頼むのか、水道代などのランニングコス トがどの

位かかるのかなど、素人の私達を悩ませることにな りま した。カラー リングには、病院

ではまず必要 としない 「黒タオル」を発注することになるなど、全 く予想 していません

でした。

またオープンするにあた り、営利 目的でなくても保健所に届ける必要があるのか、ボ

ランティア保険以外、 どのような保険に入るべきかなども迷いました。

このような状態の私達に良きア ドバイザー となって下さったのは、山野美容芸術短大

の鈴木昌子教授、及川麻衣子講師をは じめとする諸先生方です。

4.山 野美容芸術短期大学 との出合い
5年前に、『 福祉新聞』で 「ハサ ミの 日 :ボ ランティア派遣」 との小 さな記事を見つ

けました。施設ではない、精神科の病院にも派遣 していただけるのだろうかと、窓口に

なつているチャリティ協会に問い合わせ、応募が多い中、運良く当院の老人性痴呆専門

病棟 と精神科デイケアに大勢の学生さんを派遺 していただきました。その 日のことは今

もたいへんよく覚えています。患者 さん達が本当に喜んでくださった姿ももちろん印象

深いのですが、一生懸命に接する学生さん達の姿が何 よりも忘れ られません。「『 美容』

とは、ただ化粧品を塗ることなのではなく、まず清潔にすることか ら始ま り、安心 して

リラックスしていただくこと、それ 自体がまず、その人を美 しくさせ るのである」とい

うことに気付かされました。接遇 と言 う点でも、学生さん達はきちんと視線を合わせ、

患者 さんの話 される希望を一生懸命に聞いてくださいま した。 ソーシャルワーカーの私

だけでなく、看護婦長たちもその姿勢に感動 した一 日で した。『 美容』とい うお仕事が、
「看護」にも通ずるものではないかと思いました し、私共が専門とする「心のケア」に

も必要な要素なのではないかと考えるきつかけにな りま した。美容の 「技術」だけでな

く、その 「心」を伝 えてお られるのは、教員の方々の日頃の活動の成果だと確信 してお

ります。

5。 まとめ

ご高齢の方や障害者にとつて、 日中、お しゃれをして楽 しかつた 日は、晩にはそのお

化粧などをきちんと取ることを厭わないでヘルプする介護者やスタッフが必要です。一

日のひ とコマだけで終わるのではなく、継続すること、持続することこそが大切です。

病院であれ、施設であれ、在宅介護をされるご家族であれ、お しゃれす ることの意義を

よく理解 して、気持ちよくお手伝い出来る「文化」を創っていかなければいけないので

はないで しょうか。お化粧す ること、お しやれす ることが、贅沢なのではなく、生きて

いく活力 として必要なことであるとい う共通理解を、これか らもぜひ広めていく一翼を

担っていきたいと考えてお ります。
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老人施設におけるコスメティック ロセラピー

原 千恵子 (山野美容芸術短期大学助教授)

I.セラピーとしての美容の意味

1.イ メージをひきだす誘因の強さ
およそ3年間にわたって老人施設への出前カウンセリングを行っています。カウンセリングの目標は、対
人関係を通して、情緒安定や月)当機能の活十生化をはかることです。絵画、音楽などの芸術的要素を用いてイメ
ージを浮かべる、広げる、表現するなどを段階的に行っていましたが、ある施設で化粧を中心に試みました。
芸術療法と同じように、段階的に治療を考えたのですが、意外なことが起こりました。 (Э鏡をみる ②化
粧水をつける、などの段階をクリアーして、と考えていた私たちの予想をはるかに越えて、最初、鏡を見る
ことを躊躇していたお年寄も、数回やっただけで自発的におイ酬庄をし始めたのです。化粧の持つイメージを

呼び起こす力の強さに驚きました。

2.習貫の呼び戻し
化粧は、高齢者にとっては、生活習:貰の再生であり、回想のよい束1蟻麟オ料となり脳の活性化をもたらしま

丸

3.社会性の内包
化粧は、美しくなりたい、と言う「人」の本能的な欲求と結びついています。しかし、他の基本的な欲求
と異なり、社会性を含んでいます。つまり鏡を見ないかぎり、自分の顔も髪も見えないので、自分が美しい

という判断は他者にゆだねられ、他者の存在を意識してその欲求はかなえられるわけです。化粧には、社会
性が内包されています。さらに化粧は、時間、場所、目的などにもマッチする必要があります。それらを含
んだ上で美しい、と評価されるわけで、町酬庄する」イテ為のなかには、対人関係にとどまらない社会'性が無

意識にとりこまれています。

4.自尊感情のよびもどし
施設に入ってから、ご自分の力を放棄して、依存的に暮らしている高齢者がいるかもしれません。自分で

化粧して、いつもと違う自分を発見し、「私もすてたものではない」と感じた時、自尊感情に結びついた高

次の欲求がみたされます。

5.セラピストとの人間関係
賦 さん、もう少し眉は薄い方が良いと思いますよ」とちょっと直してさしあげます。「そうオ、 これじゃ、
お祭りみたいだもんだね、あんたの肌はきれいだね」とセラピストがほめられ、話しが平行して進みます。
不思議なことに痴果の方も全く普通におしゃべりができます。そしてスキンシップによる密接な関係が生ま

れます。

6.自己実現の援助者としての関係
高齢者はセラピストを、「私が人として生きることを大:事にし、援助してくれる人」として、とらえます。
高齢者は、あきらめた、と思った普通の人生を、生きなおそうとする希望を持つことができます。
7.眼にみえる実際的な効果
セラピストがうれしいのは、高齢者の笑顔です。そして「ありがとう」という言葉です。
8.自立へのステツプ
他者からケアされることが多かった高齢者も、自分でする化粧から、自分のためのケアをやり始めます。
9.施設を変えるステップに !

化粧した高齢者は、「外へ行きたい !」 と言います。化粧は社会と人をつなぐ見えない糸です。高齢者が

町へ、自然の中へ出ていくことは、大変なことだけれども、かなえてあげたいものです。そのためには、施

-24-



設を、社会を変えるほどの力が必要でしょう。

Ⅱ。セラピーの実際

これまでにセラピーで訪問した施設は、デイケア・センター (lヶ所)特男lj養護老人ホーム (4ヶ所)有
料老人ホーム (lヶ所)お よそ 9o人の人々を対象としました。ここでは、最近終了したコスメティック・
セラピーを中心に高齢者にとっての美容の効果について述べます。

1.対象者 特養入居者 9人 (80歳～96歳 。平均 86.3歳)全員女性 要介護度 2～ 5
2.セラピー実施期間 隔週 1回 2()()2年 3月 ～ 7月  10回
3.セラピーの内容

あいさつ 自由なおしゃべり

5分 15分 3分  5分  20分    残りの時間

１
‘

（６

４ 効果測定

.表情 ― VTRによる
。日常生活ADL一 GBSによる

2.1青緒・自尊心 一  自己像、色塗りによる。
4.舞能 一 IDS― Rによる

図1 セラピー前後のGBS評価値 (最高評価0)

25

20

点 15
◆
‐‐◆ ‐・セラピー前

一―■――セラピー後数 10

5

0

A B C D E F G H I

氏    名

図2セラピー前後のHDS― R点数 (最高30点 )

リラクゼーショントレーニン

140

120

∞

８０

６０

４０
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０

評

価

値
◆P

……◆ いヽ・セラピー前

一―■――セラピー後
0

A B C D E F G H I
氏    名

-25-



色彩か らのアプローチ

南涼子 (カ ラーコンサルタントロ有限会社アルティスジヤバン)

身体の老化や機能の低下、環境の変化などの様々な要因で生きる張 り合いを失いがちな

高齢者に美容は若々しい気持ちを取 り戻 し気持ちのハ リを与えるきっかけになる。外見的

な魅力を高めることは自信 と前向きな意欲を促すだけでなく、他者 とのコミュニケーショ

ンをスムーズにする手助けになるといわれている。最近では美容のもたらす心理的効果に

着 目しリクリエーションに取 り入れる施設が徐々に増えているが、現在の高齢者にとって

化粧やお しゃれは 「特別なもの」であ り日常的行為 として捉えられていることは少ない。

その背景にあるものは 「歳だか ら何を しても無駄」「派手になるのではないか」「笑われ

るのではないか」「恥ずかしい」 とい う意識である。

日本の高齢者の服装は地味でお となしく、くすんだ、暗いイメージがある。実際に介護

職員に高齢者のイメージを色に例えるアンケー トを行ったところ、グレー と茶色の二色が

過半数を占める結果 となった (表 1)。 これ らは保守的で活動性 と変化に乏 しい暗い色であ

り、高齢者は地味だとい う社会的イメージが定着 していることを示 している。高齢者 自身

も「年齢にふさわしい」ことを基準に考え、第二者による高齢者に対する社会的イメージ

を意識 して衣服を選んでいるO          表1 高齢者の色彩イメージ回答者 :介護職員120名
装いにおける色彩は情緒 と個性 を表現する

ひ とつの手段である。誰でも好きな色 を身に

纏 うと心が晴れやかになった リウキウキす る

といった経験があるように、色は人間の気持

ちを高揚 させた り活発 にさせ る力を持ってい

る。色彩は装いを成す重要な要素であ り、選

択の幅が狭いことはお しゃれの楽 しみを半減

させて しまうといえるだろう°          2001年 9月

色彩 と美容は化粧 。服装・ヘアカラーな ど

全てに関 り合いがあり切 り離せない関係にある。美容に携わる者や介護者が美容福祉を実

践するうえで色彩を理解 し知識を身につけることは大切である。色は一人一人の個性を引

き立たせ装いの満足度をさらに高める。美容福祉における色彩の活用は高齢者に心の豊か

さをもたらし、お しゃれの楽 しみを感 じてもらうためにもおおいに役立つ と思われる。

色彩による美容 リクリエーション

色は空気 と同 じように常に私達の周 りにあ り普段から慣れ親 しんでいる身近な存在であ

る。「どんな色が似合 うか見てみましょう」「○○さんの好 きな色は何色ですか ?」 「今 日

お召 しになっている服は素敵な色ですね」 といった色をテーマ とした語 りかけは高齢者 と

の会話を促す刺激 とな リコミュニケーションをスムーズにする。身近で親 しみやすい色を

主体にした美容 レクリエーションは高齢者にとって受け入れやすいようである。

報告者は二年前から横浜市内の特別養護老人ホーム・地域ケアプラザにて色彩による美

容 レクリエーションを次の目的と方法で行つている。

目 的
①高齢者各 自の似合 う色を分析 し、ア ドバイスを行い潜在的な魅力を引き出す。

②お しゃれの選択肢を広げて前向きで明るい気持ちへ と導 く。

||グレー

圏□茶色

囲紫
□緑
圏ロピンク

Eコ 黄色
日その他

31.7%

24.2%

12.5%

10.0%

11.7%

5.0%

5.0%
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③色彩で視覚的刺激を促 し気分を活性化 させる。

方 法
服装、化粧に対する意識 と嗜好色のカ ウンセ リングを行い、カラー ドレープ 80色 (50cm
× 70cmの ポ リエステル色布)を用いて順送 りに顔の下に当てて行 く。対象者の正面に置
いた鏡で対比による顔映 りを確認 しながら肌色がより良く見える色を選びだ し、顔映 りが

良い色の最 も多い色調のグループを提示 してア ドバイスする。女性には色のレクチャー と

その色を中心としたメイクアップを行 う。男性には色を示 した後眉毛などを整えて印象を

明るくする。 この場合高齢者にわか りやす く提示するためのカラーチャー トなどがあれば

さらに効果的である。

色調のグループ

色調のグループは大きく分けて四種類がある。

①黄みを帯びた明度の高い澄んだ色調

②黄みを帯びた明度の低い濁 りのある色調

③青みを帯びた明度の高い淡い色調

④青みを帯びた明度のやや低い鮮やかな色調

肌色をより良 く見せる色の効果

肌色は表皮の角質層からの反射光やそこに含まれる色素メラニン、ヘモグロビン、カロ

チンの量、皮膚の厚みによって色みが異なってくる。肌色をより良く見せる色は肌の色み

と明度、髪の色、顔立ち、体型、イメージとの整合性が判断材料 となる。肌をより良く見

せ る色 とは 「顔色が明るく血色が良く見える」「透明感が感 じられ る」「健康的で若々 し

く見える」色のことである。このような色は化粧やヘアカラーにも応用することができる。
ファンデーション、アイシャ ドウ、頬紅、日紅に用いれば肌色を一層美 しく健康的で自然

な印象に仕上げることができる。肌色を良く見せる色の分析を行 うと女性の高齢者が化粧

まで希望するケースも多 く、化粧をした後の満足度 も高い。色によつて肌色が変化する光

景を目の当た りにすることは実感を伴った自信につながるようである。色彩は化粧や服装
に対する積極的な態度を促す刺激 として効果的だと考えられる。

色調の特定は主観的な誤差も生 じやす く複雑な要因も絡みあい、実際には四パターンだ

けに限定することはできない。肌色をより良く見せる色の分析にはまだまだ改善の余地が

あ り研究の必要があると思われる。美容福祉における色彩は色の分析を正確に行 うことよ

りも高齢者に色を楽 しんでもらい自信を与え、装いに積極性を促すのが 目的である。色の

特定にこだわ り本人の嗜好色を無視 して枠にはめることは高齢者に不快な気分 をもた ら

し、装いの選択幅を狭める結果にな りかねない。美容福祉に色彩を用いるならばこの色調
がよいと押 し付けるのではなくこのような色 も選べるとい う装いの可能性を広げるスタン

スに立った働きかけを行いたい。

おわ りに

長期的な不景気が続き暗いニュースの多い現代の 日本では、超高齢化社会の沈欝なイメ
ージも相まって若い世代は先行きを悲観 し歳を重ねることに否定的な考えを持つ傾向にあ

る。 しか し高齢者が美容を日常的に行い装いを楽 しみ、いきいきと過 ごしていれば 「希望

を与える存在」 とな り、従来の高齢者や介護施設につきまとう暗いイメージは払拭 される

だろ う。報告者は色彩は単に装いを彩るだけではなく、高齢化社会を彩ることができる力

を持っていると考えている。 さらに美容福祉は今後高齢者 と障害者、介護に従事する人々

に内面か ら輝 く健康的な魅力 と「生きがい」を作 り出す大きな原動力になると確信 してい

る。
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16:00～ 17:00

く第 1セ ミナー室 (12F)〉

高齢者のハン ドケア

ーネイルケアとハン ドマッサージの方法―

鈴木昌子

(山野美容芸術短期大学教授 )

及川麻衣子

(山野美容芸術短期大学講師 )



高齢者のハンドケア

ーネイルケアとハンドマッサージー

鈴木昌子・及川麻衣子 (山 野美容芸術短期大学 )

私達は普段、最も日につ く顔のスキンケアや髪の毛のヘアケアには力を入れますが、ハ

ン ドケアまで力を入れている方は少ないのではないで しょうか ?手は生活する上でもっと

も使 う部分であ り、指の先端にある爪は、指先にかかる力を支える役 目をしています。ま

た、指先の皮膚を保護するとい う重要な役 日も担っています。指先の微細な感覚や鋭敏な

動きが自由にできるのも丈夫な爪があるか らです。丈夫で健康な爪を保つためにも、スキ

ンケア、ヘアケアと同様にハン ドケア、ネイルケアは清潔にしてきちんと身だしなみを整

える大切な習慣の一つだと思います。

爪には加齢 とともに、さまざまな変化があらわれます。私達がボランティアで老人ホー

ムを訪れる際、高齢者に最も多 く見 られるのが、爪の表面に走る細いす じ「爪甲縦条」で

す。 これは高齢になればなるほど縦す じがはっきりしてきますが、皮膚に出来るしわと同

様に、爪の老化現象ですので病気ではあ りません。

高齢の方や体の不 自由な方の場合、自分で爪を切 ることが出来なかった り、ケアするこ

とが困難な方が多いのでハン ドケアやネイルケアの施術はたいへん喜ばれます。

現在、核家族化・情報化が進み、社会システムや ライフスタイルが複雑化・多様化 し、

人 とのコミュニケーションがとりにくい時代の中、ハン ドケアは人のぬくもりを感 じとり

なが ら人 と人 とが一対一でコミュニケーションを深めることが出来る最 もシンプルなヒー

リング (癒 し)な のではないで しょうか。

ハン ドケアは沢山の道具を準備する必要はあ りませんし、メイクが苦手 とい う方や、男

性の方、老若男女問わず誰でも気軽にできます。皆 さんも是非、心身の リラクゼーション

を体験 してみてください。

用具等はこちらで用意いた します。

参加者同士で相モデルをしなが ら行います。

ハン ドケアの知識や技術を持っている必要はあ りません。気軽にご参加 ください。

なお、ワークショップで用いるネイルケア用具 (ス リー ウェイバ ッファー)は、
そのままお持ち帰 りいただけます。

参加費 :1,000円
申込み :受付にて、参加費を添えてお申し込み ください。
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広告協賛一覧

協  賛

山野美容芸術短期大学

広  告

山野美容芸術短期大学美容福祉学科

株式会社アリミノ

株式会社キタ 0メディア

株式会社オカセン

生活協同組合東京インターカレッジヨープ

株式会社 トータス

日本通運 (株)新宿旅行支店

有限会社ユニバーサル ,ワイ・ネット

日本ユニバーサルカラー協会

株式会社ヤマノ

山野美容芸術短期大学

(50音順を原則とさせていただきました。)
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